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第
一
章　

故
郷
ア
ル
ジ
ャ
イ

１　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
周
辺　

２　
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
と
ア
ル

ジ
ャ
イ
石
窟　

３　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
概
要

第
二
章　

伝
説
と
記
憶
の
ア
ル
ジ
ャ
イ

１　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
に
関
す
る
諸
伝
説　

２　

記
憶
の
ア
ル

ジ
ャ
イ　

３　

ナ
ル
バ
ン
チ
ン
寺
領
の
成
立
と
デ
ィ
ル
ワ
の
北

遷　

４　

カ
ギ
ュ
派
の
系
統
を
汲
む
歴
世
デ
ィ
ル
ワ
・
ホ
ト
ク

ト
た
ち　

５　

歴
世
ナ
ル
バ
ン
チ
ン
・
ホ
ト
ク
ト

第
三
章　

現
代
に
お
け
る
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
と

　
　
　
　

そ
の
継
承
寺
バ
ン
チ
ン
・
ジ
ョ
ー
寺
と
の
関
係

１　

バ
ン
チ
ン
・
ジ
ョ
ー
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
ア
ル
ジ
ャ
イ
石

窟　

２　

継
承
寺
バ
ン
チ
ン･

ジ
ョ
ー
の
僧
は
語
る　

３　

現

在
の
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
と
バ
ン
チ
ン･

ジ
ョ
ー
寺

第
四
章　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
ウ
イ
グ
ル
文
字
資
料
群

１　

ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル
語
榜
題
資
料
の
概
要　

２　

「
聖
救
度
佛
母
二
十
一
種
禮
讃
経
」
再
読

第
五
章　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
出
土
モ
ン
ゴ
ル
語
写
本

１　

出
土
文
書
の
概
要　

２　

手
写
本
類
の
転
写　

３　

ア
ル

ジ
ャ
イ
石
窟
出
土
文
書
の
意
義

第
六
章　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
か
ら
の
展
望

１　

カ
ギ
ュ
派
と
モ
ン
ゴ
ル　

２　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
を
破
壊

し
た
の
は
リ
ク
ダ
ン
・
ハ
ー
ン
か　

３　

清
朝
に
よ
る
リ
ク
ダ

ン
・
ハ
ー
ン
批
判
の
画
策　

４　

ア
ル
ジ
ャ
イ
春
秋

参
考
文
献

付
録

１　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
主
な
壁
画　

２　

北
京
版
「
聖
救
度

佛
母
二
十
一
種
禮
讃
経
」　

３　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
出
土
文
書
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●
近
年
、
急
速
な
進
展
を
見
せ
る
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
は
、
そ
の
基
礎
を
多
く
の
新
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。

【
モ
ン
ゴ
ル
学
研
究
基
礎
資
料
】
叢
書
は
、そ
う
し
た
資
料
群
の
整
理
・
展
示
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

３　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
出
土
文
書
の
意
義

…
…
服
部
氏
の
論
文
は
ニ
コ
ラ
ス
・
ポ
ッ
ペ
の
目
に
と
ま
り

［Poppe 1954:411-418

］、
そ
し
て
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
は
数
度
に
わ
た
っ
て
来
日
し
オ
ロ
ン
・
ス
ム

の
文
書
を
研
究
し
た
［H

eissig 1966;1976b

］。
世
に
送
り
出
し
た
二

冊
の
大
著
を
通
し
て
、
世
界
の
学
界
は
一
六
～
一
七
世
紀
に
書
か

れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
佛
典
の
実
態
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
は
一
九
七
〇
年
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と

ソ
連
と
の
合
同
調
査
隊
が
ハ
ル
ブ
ヒ
ン
・
バ
ル
ガ
ス
で
白
樺
に
書

か
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
整
理

し
て
出
版
し
た
キ
ョ
ー
ド
ー
女
史
は
、
文
書
の
大
半
を
一
七
世
紀

前
半
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
［C

hiodo 2000

］。
モ
ン
ゴ

ル
高
原
に
お
け
る
佛
教
導
入
直
後
の
信
仰
の
実
態
を
研
究
す
る
上

で
最
も
重
要
な
資
料
と
な
る
。

出
土
文
書
の
ほ
か
に
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル
語
榜
題
も
各

地
に
存
在
す
る
。
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
以
外
に
は
河
西
走
廊
に
位
置

す
る
敦
煌
石
窟
内
に
も
モ
ン
ゴ
ル
語
榜
題
が
残
っ
て
い
る
［
敦
煌
研

究
院
考
古
研
究
所　

内
蒙
古
師
範
大
学
蒙
文
系　

一
九
九
〇
：
一
─
一
九
、

Гarudi

他　

1995:117-138; Гarudi 2003:75-77

］。

二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
寧
夏
回
族
自
治
区
中
寧
県
内
に
あ
る
石

空
大
佛
寺
か
ら
も
チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
［
大
野　

二
〇
〇
五
：
七
一
］。
今
後
も
各
地
か
ら
の
新
し
い
発
見
は
不
可
能

で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
が

発
見
さ
れ
て
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
春
に
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
か
ら
文

書
が
出
土
す
る
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
一
世
紀
の
光
陰
が
経
っ
た
。
大

元
ウ
ル
ス
の
モ
ン
ゴ
ル
本
土
部
分
の
東
西
南
北
の
数
箇
所
か
ら
貴

重
な
文
献
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
降

の
佛
教
信
仰
を
解
明
す
る
上
で
、
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
な
ろ

う
。（
本
書
よ
り
）
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